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卒業・進級おめでとう 

 校庭の桜の木のつぼみも少しずつ膨らみ始め、もうすっかり春になりました。創立 150

周年記念式典には、たくさんの方に参列していただき、盛大に挙行できましたこと、お礼申

し上げます。また、先日は、第 150 代目の卒業生が、在校生、職員、保護者の皆様、地域

の皆様に見守られ、無事卒業していきました。 

令和 5年度の様々な教育活動に対し、保護者の皆様、地域の皆様、御理解と御協力をいた

だきましてありがとうございました。今後も変わらぬ御指導と御支援をいただけますよう、

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月２２日（金）修業式の話  テーマ：目標に向かって、挑戦する子供たち 

新登校班編制を行い新しく班長となって元気なあいさつをしてくれる子がいます。それを見て、下

の学年の子があいさつをする。それは班長としての責任を感じて頑張っていることです。うれしく思

いました。 

皆さんは、三学期も「めあて」に向かって、頑張りましたね。 

一人の目の子の「めあて」は、「あいさつを大きなこえで、じぶんからする。」でした。毎朝、クラ

スで一番元気に挨拶をして教室に入ることができ、友達にも元気に挨拶を返して、元気な挨拶の輪を

広げてくれことができました。 

次の子は、「わからないもんだいもあきらめないで考える。」でした。初めて考える問題に取り組む

とき、前に学んだことを活用して真剣に考えることができたり、テストなどで間違えたところを必ず

やり直して 100点になるまでがんばったりすることができました。 

次の子は、「算数のテストで 100 点とりたいです。自学もいっぱいやりたいです。」でした。自主

学習では、授業で学習した地図帳の使い方や２けたのたし算ひき算、かけ算の復習、漢字練習にも積

極的に行っていました。 

次の子は、「４年生の学習の復習を丁寧に取り組みたい。いろいろな人の意見をよく聞いて学習し

たい。いろいろな人に優しくあいさつをしたい。上級生として低学年に優しくしたい。」でした。新

しく習ったことや苦手なことを工夫して学習したり、友達の意見をよく聞いていろいろなやり方で考

えたりできました。また、誰に対しても分け隔てなく接し、礼儀正しく挨拶することができました。 

最後の子は、「自学を３ページやる」でした。毎日自主学習として、漢字、計算、その他の学習に

忘れずに取り組み、まとめ方も工夫することができました。 

全員の子たちのことは発表できませんが、いろいろな場面で頑張ることができた全員に花丸をあげ

ます。卒業式でも話したとおり、目標を決めて、頑張ることができるというのは、とても大切なこと

です。来年も、進級し、目標に向かって、がんばり続けられるようにしましょう。 
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６年生を送る会 

 ３月５日(火)に、6年生送る会を実

施しました。卒業していく 6年生に

対して、１年生～5年生までの在校生

の皆さんで、感謝の気持ちを込めて、

歌を歌ってあげたり、プレゼントを渡

してあげたり、心のこもった会を開く

ことができました。 

6年生の皆さんにも、その心が伝わ

ったのか、涙ぐむシーンもありまし

た。会を企画運営した在校生の代表委

員の皆さん、よく頑張りました。 

 

創立 150周年記念式典を 3月 9日

(土)に、真岡市長 石坂真一様をはじ

め、多くの御来賓の皆様、保護者、地

域の皆様をお迎えして、盛大に挙行す

ることができました。式典の後には、

作新学院高等学校吹奏楽部の皆さん

の演奏や夜には花火を楽しむことがで

きました。これもひとえに、記念事業

実行委員長 大塚貴久様をはじめ、実行

委員の皆様並びに関係者の皆様のおか

げと思っております。心より感謝申し

上げます。 

 

今年度、学校のつながりの中心とし

て、活躍した第 150代目の 6年生の

卒業式を、３月 18日(月)に挙行する

ことができました。 

様々な学校行事にも積極的に挑戦

し、下級生のことを優しく見守った卒

業生の皆さんのおかげで、大内西小学

校は、「いつも 笑顔あふれる たのし

い学校」であり続けました。 

中学校に行っても、自分の良さを発

揮し、活躍できることを期待しており

ます。 

創立 150周年記念式典 

３／18卒業式 


